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論 文 内 容 の 要 旨

本論文 は、筆者 自身のお こなった心理学実験 の成果 を中心 に、視 覚的注意 にお ける時間 ・空

間特性 と誘 導要因 についての解 明 をめ ざ した ものである。

本論文の構成 は以下の通 りであ る。 まず 、第1章 において視 覚心理学研究 の歴史的変遷 を四

つ の時期 に分類 して概観 し、 これまでに提 唱 された視覚的注意 に関わるモデル の整理 と概説 を

お こなった。 第2章 か ら第6章 においては筆者 自身 による心理学実験 を参照 しなが ら、視覚的

注意 の時聞 ・空 間特性 と誘導要 因につ いての解析をお こなった。そ こでは、時間特性(第2章)、

空 間特性(第3章)、 移動 特性(第4章)、 非空間特性(第5章)、 実験 手法 の開発(第6章)

につい て論述 した。 さ らに、視覚 的注意 の特性 を包括的に検討す るこ とを試 みた(第7章)。
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各章 の具体 的な内容 を以下 に述べ る。

1.注 意研究の理論的概観

1.1.視 覚的注意研 究の歴史的概観

心理 学における注意研究のスタイル は、心理学その ものが幾度か迎 えた転換期 と同期 して、

その様 相 を変化 させて きた。Wundt,W.に よる心理学実験室 の創設 をもって近代心理学 の設立

と考 え ると、それ以降 の注意の研 究は大き く分 けて次の 四期 に分類で きる。 まず、Wundtや そ

の弟子 のTitchener,E・B.な どに代表 され る内観 法 による測定 が盛 んだ った19世 紀 後半か ら20

世紀初頭 までの期 間が第一期 として位置づ け られ る。次 に、アメ リカ で台頭 したWatson,J,B.に

よって創 設 され た行動主義の波に追われ る形 で注意研 究が衰退 した20世 紀 中盤 までが第二期 で

ある。 さらに、行動 主義 の行 き詰 ま りとともに出現 した認 知心理学の流れ とコンピュー タの開

発 にともなって注意研 究が復活 した1950年 代後 半か ら第三期が始 まる。 さらに、1980年 代に入

り、科学技術 の発展 に ともな って測定技法 が飛躍的 に向上 し、また、隣接領域 との融合に とも

なって細分化が行 われ てい る現在までの第 四期 である。

本節で は上述 した四つの期間 にお ける注意研 究のお もな研 究 を紹介 し、視覚的注意 の研 究の

歴史的 な概観 をお こなった。

1.2.視 覚的注意 に関わ るモデル

視覚的注意 に関わるモデル の提唱は、上述 の歴史的分類か らい えば第三期 ・第 四期 において

盛 んにお こなわれた。本節 におい ては、 これ らを、フィル タモデル、ス ポ ッ トライ トモデル 、

特徴 統合理論 の三つ に分類 し、それ ぞれ のモデル を概説 す る ともに、 これ らのパ ラダイ ムに

よって明 らか にされ たお もな知見 を紹介 した。

まず 、1960年 代 に提唱 された フィル タモデル について考察 した。 このモデル は、人間の情報

処理能力 には限界があ ることか ら情報処理の過程で何 らか のフィル タ リングがお こなわれてい

る と仮定す るものであ る。本節 で はお もに三つ の フィル タモ デル を紹 介 し、その概説 をお こ

なった。 これ らの フィル タモデル においては、情報 の選択が情報処理の どの段階で どの程 度の

排他性 を もってお こなわれ ているかに焦点があ ったが、情報選択が さま ざまな段階で多重にお

こなわれ ているこ とが明 らかになって くるに したがい、その説明力 を失 っていった。

1970年 代初頭か ら視覚的注意 の研究 に採択 され るよ うになって きた先行手がか り提示パ ラダ

イムに よって、視覚的注意の研 究は飛躍 的に進 んだ。 これ らの知見 をも とに視覚的注意の機能

を概念化 す るとき、最 も多 く用い られ たメタファーがスポ ッ トライ トメタ7ア ーであ り、 この

メタファー を用い たモデルがスポ ッ トライ トモデルである。ス ポ ッ トライ トモデルは、注意 の

空間選 択性 をよく説明 したシンプルなモデル であるため、今 日でも しば しば用い られてい る。
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先行手 がか り提示課題 と同様に、視覚探索課題 に よって明 らかに されて きた刺激の属性 に対

す る注意 の特性 を説 明す るた めにTreisman,A.が 提唱 したモデルが特徴統合理論 であ る。特徴

統合理論 は、スポ ッ トライ トモデル をも包含す るモデル構成 をもち、注意 のお もな機 能は刺激

のもつ特徴 の統合 である とい う斬新な発想 を提唱 した理論で あった。特徴統合理論 に対 しては

多 くの検証 がお こなわれ 、現在で も視 覚的注意研 究に対す るその有効性 は損なわれていない。

2.時 間特性 についての実験 的検討

視覚 的注意 の時 間特性 を中心に した検討では、お もにAttentionalBlinkと 呼 ばれ る現象 を

用 いて、視覚的注意 の時間特性 の解析 をお こなった。時間特性 の検討 では、まずAttentiona1
ノ

Blink現 象 の発生 メカニズム にっいて視覚的注意 の役割 を明確 に した上 で、 さらに、視覚的注

意 の焦 点化 サイ ズの切 り替 え特性 についての検討 をおこなった。

AttentionalBlink現 象 とは、視野の一部 にRSVP(RapidSerialVisualPresentation)と 呼ばれ る連続

提示 手法で二種類 の刺激 を提示 して課題 をお こなわせ る と、第一課題 関連刺激 と第二課題 関連

刺激 の提示 間隔を関数 として、第二課題 関連刺激に対す る遂行 が阻害 され る現象 であ る。 この

現象 に対 しては、第一課題 関連刺激に対す る視覚的注意が 占有 され る ことに よ り生 じる とす る

説 と両刺 激 に対す る報 告 を記 憶 か ら検 索す る際 の競 合 に よる とされ る説 が対 立 してい る

(Shapiro,etaL,1994)。 そ こで、二っ の課題 の うち一つ を反 応時間 を測定す る検 出課題 と して

記憶の競合 を排 斥す る実験 をお こなった(実 験1)。 この結果 、記 憶 にお け る競合 が生 じない

条件 において もAttentionalBlinkが 生 じることが明 らかになった。したがって、AttentionalBlink

現象 は視覚的注意の時間的な占有を測定す る方略 として適切であることが確認 されたとい える。

次に、視覚的注意における時間特性 の うち、注意焦点化 サイ ズの切 り替 えにか かる時間特性

を検討 した(実 験 ∬)。 この実 験で は、複合パ タン(CompoundPattern,Navon,1977)をRSVP

で連続 的 に提示 し、課題 を要求す る刺激 のサイズを変化 させ る ことによって視覚 的注意の焦点

化 サイズの切 り替 えに関す る時間特性 を解析 した。 この結果 、焦点化サイ ズの切 り替 えにかか

る時間的な コス トは、その切 り替 え方向によって異 なる特性 をもつ こ とが明 らか になった。す

なわ ち、視 覚的注意 は局所 か ら大域への拡張に ともな う注意焦点化サイズの切 り替 えにはほ と

ん どコス トが生 じないが、収縮方 向への切 り替 えには大 きな コス トを必要 とす る時間特性 を も

つ ことが明 らかになった。 また、大域に対す る注意 の維持 は、一定時間後 に 自動的な局所へ の

シフ トが認 め られ ることか ら、 よ り効率の高い処理 をす るための 自動切 り替 え機 構が注意過程

に備 わってい ることが示唆 された。

一206一



3.空 間特性 についての実験的検討

視覚的 注意 の空 間特性 を中心 とした検討で は、お もに 中心視 にお ける視 覚的注意 の特性 を解

析す ることた焦 点をあてた。従来 の視覚的注意 の研究で は、周辺視 にお ける検討 がほ とん どで

あったか らである。 しか し、様 々な分野 にお ける知見か ら、 中心視 と周辺視 におけ る機能差 ・

特性差 が明 らかになってい るこ とか ら、視覚的注意の特性 において も中心視 における検討 、特

に周辺視 とのダイ ナ ミクスを考慮 した検討 によって は じめて視覚的注意の空間特性 の全容 が明

らかになって くるもの と考 える。

視覚 的注意 の焦点 は平常時 の初期状態で は中心視 とリンク してい るこ とがわかっている。 し

たがって、周辺視領域 にお いて刺激 を処理 させ るこ とによって視覚的注意 を周辺 に誘導 し、そ

の期 間におけ る中心視 のパ フォーマ ンスを測定す るこ とで両者 のダイナ ミクス を検討 した。 ま

ず 、実験 皿(1)お よび実験 皿(2)では、周辺視領域 に刺激 を予告な く提示す ることに よって視覚的

注意 を周 辺視領域 に捕捉 させ 、その際 に中心視 においてお こなわせ る輝 度変化検出課題 におけ

るパ フォーマ ンスを測 定 した。実験 皿(1)において は周辺視 に提示す る刺激の強度 を変数 とし、

実験皿(2)においては周辺視刺激 の提示位置(偏 心度)お よび課題刺激提示部位 を変数 とした。

これ ら二つの実験 の結果 、周辺視刺激 の提示か ら約300msecほ どあ とに 中心視 刺激 が提示 さ

れた場合 に、 中心視 におけ るパ フォーマンスが向上す るこ とが示 された。 これ は、復帰抑制効

果(InhibitionofReturn,Posner&Cohen,1984)と の関連が考 え られ る。復帰抑制では周辺刺激 に

対す る抑 制が300msecを 越 えたあた りか ら生 じる ことが明 らかになってい るが、これ までの研

究で はこの抑制効果 が生 じてい るときの注意 の焦点 が どこに移動 してい るか は明 らかに され て

いなか った。 しか し、本 実験 の結果 では、復帰抑制 の発生期間 と同期 して 中心視でのパ フォー

マ ンスが向上 している ことか ら、復帰抑制 時の注意焦点が 中心視 に定位 されてい ることが示唆

された。

しか し、実験皿(2)におけ る課題刺激提示部位 の検討か ら、 このパ フォーマ ンスの向上は中心

視のみな らず周辺視 において も生 じてい ることが明 らか にされ、 この点での両者の差異 は見 ら

れ なかった。 したがって、復 帰抑制 が生 じた場合 に注意焦点が移動す る対象 はその時点での課

題 関連部位で ある といえ る。 しか し、 中心視 におけるパ フォーマ ンスの向上 が周辺視 におけ る

ものよ りも大 きい ことか ら、両者 は同一 とはいえない。おそ らく、復帰抑制時 におけ る注意焦

点の定位 は基本的 に中心視に対 してお こなわれ 、周辺視 におい て課題が ある場合 にはその部位

へ再配分 され る と考 え られ る。

このよ うに実験皿において 中心視 にお ける視覚 的注意 の特性 を中心 とレてい くつかの特性 が

明 らかになってい るが、 中心視は視 覚解像 力が高 く、特 に検出率 においてはパ フォーマンスの

変化 が生 じに くい。 この こ とは、 これ まで 中心視 における検討 が少 なかった一つ の要因 と考 え
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られ るが、本 実験 にお いても検出率の差はあま り見いだ され なかった。 そ こで、実験IVに お い

ては、実験1お よび実験Hに おいて大 きな検 出率の低下が生 じ'たRSVP課 題 と、視覚的注意 の空

間特性 の検討 に用 い られ るこ とが多い手がか り提示課題 とを組 み合 わせ て、周辺視 とのダイナ

ミクスを考慮 した中心視特性 をさ らに検討 した。すなわち、中心視 にRSVPで 線分刺激 をランダ

ムな方位 で提示 し、同時 に周辺視 にお いては方位 弁別課題 をお こなわせ る とい う筆者独 自の課

題 を考案 した。 この実験で もやは り周辺視 ターゲ ッ トの提示 と中心視 ター ゲ ッ トの提示 との時

間間隔を変数 として実験 をお こなった。

この結果 、全ての被験者で、SOAが 一150msec付 近 をピー クにもつ検 出率 の顕著な低 下がほ

ぼ一致 してみ られた6こ れは、周辺視への注意誘導 によって、 中心視での検 出が阻害 され るこ

とを示唆す る。 この現象は、周辺視刺激 に対す る処理 によって注意 焦点が周辺視 に捕捉 され、

そ の捕捉 によって 中心視 におけるパ フォーマンスが損なわれ ることに よって生 じた と考 え られ

る。 また、先行手がか りの注意誘導に よる効果が150msec付 近で ピー クを示す ことは、手がか

り先行時間(cueleadtime)が 約150msecの ときに手がか りの効果 が もっ とも高 くなること と一

致 し、従来 の知見(Posner,1980な ど)と の整合性 も高い。

さて、実験 皿:と実験IVで は周辺視 に対す る注意誘導が中心視 おいて どのよ うな影響 を もっか

を検討 して きたが、視覚 的注意の空間特性 を考 える ときには、 この逆 の効果 も検討す る必要 が

あるだろ う。すなわ ち、中心視 において課題 をお こなってい た場合 の周辺視 にお ける注意 の特

性 である。 このよ うな研 究は、あ る作業 にお いて必要 な情報 を獲得で きる有効視 野(effective

visualfield)の 研 究 として これ まで もお こなわれてお り、中心視課題 の負荷が大 きい ほ ど有

効視野が狭ま ることな どが明 らかに され てきた(lkeda&Takeuchi,1975な ど)。 しか し、従来 の

有効視野研究 は中心視 でお こなわせ る課題 と周辺視でお こな わせ る課題 との問に関連が ない こ

とが多 く、正 しく有効視野 を測定 している とはいい難い研究が多か った。そ こで実験Vで は、

この問題 点 を考慮 し、中心視で も周辺視 でも同様の対称性判断 をお こなわせ ることで よ り正確

な有効視野の測定 をお こなった。 この結果、 中心視課題の負 荷 と有効視 野の面積が反比例す る

こ とが明 らか にな り、従来の知見 と一致 した結果が得 られた。 しか し、有効視野の形状 に関 し

ては、 これまでの研 究で示 されてきた"横 長の楕 円形"で はな く逆に"縦 長 の楕 円形"を 示 し

た。 この先行知見 との不一致 は、本 実験 に用いた左右対称性判断の課題 に よるもの と考え られ 、

す なわち、対称軸 の方 向に刺激 が配列 された条件 で弁別 が容易 だったこ とに起因す る と考 え ら

れ る。 この結果 は、また、網膜部位 と刺激形状 との相関関係 に よっても有効視野の形状が変化

す ることを示す といえるだ ろ う。
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4.移 動特性についての実験 的検討

ここまで時 間特性 と空間特性 に分 けて視覚的注意 の特性 を検討 して きたが、両特性 が関わ る

注意焦点 の移動 を検討す る必要が あるだ ろ う。 これまでお こなわれて きた視覚的注意 の移動特

性 に関す る研究 では、お もに移動方略の検討がお こなわれてお り、アナ ログ移 動モデル(空 間

を連続的 に走査す る)と 不連続モデル(途 中の部位 を経ず に移動す る)と が対 立 してい る(岩 崎 、

1990)。 しか し、移動す る刺激 に対 して注意が どの よ うに向 け られ るか とい う点 も興 味深い。特

に、規則的 に運動す る刺激 に対す る視 覚的注意 の移 動特性 に関 して はこれまでほ とん ど研 究が

お こなわれて いなか った。 したがって、実験VI(1)お よび実験VI(2)に おいて この点の検討 をお こ

な うこ ととした。

実験VI(1)で は、仮想 円上 を回転運動 す る先行刺激 に対 して視 覚的注意の焦点が どのよ うな移

動特性 を示す かを検討 す るた めに、先行 刺激 が消失 したあ とのターゲ ッ ト刺激 弁別 のパ フォー

マンスを測定 した。 この結果、 これまでの運動方向 と同 じ方 向に ターゲ ッ ト刺激 が提示 され た

条件 で反応の遅延がみ られ、先行刺激 の規則 的運動 に よって注意 の定位 に関す る重みづ け計算

がお こなわれ るこ とが明 らか になった。本実験で示 された この特性 は、視覚的注意の研究 の中

でこれ まで言及 され ることがなかった新 しい特性 であ るといえ る。 また、先行刺激 が回転運動

をお こなわない統制条件の結果か ら、注意 の移 動方 略に関 してアナ ログ移動 を支持す る結果 も

得 られ た。

実験VI(1)に おいては、 ターゲ ッ ト刺 激 は全ての提 示位 置で等確 率 に提示 されたため、被験者

の意 図や予期 が混入す る余地 はなかったた め、受動 的注意 の効果 のみ を検討 した ことにな る。

そ こで、実験VI(2)で は、高確率 に提示 され る位 置 をあ らか じめ被 験者 に教示 す ることで、能動

的に被験者 が注意 をある部位 に維 持す る条件 を加 え ることで、能 動的注意が関与す る状態での

特性 を検討 した。実験結果の全体的な傾 向は、実験VI(1)と ほぼ同様 だ ったが、高確率で提示 さ

れ る位置 にお いてはターゲ ッ ト刺激 の弁別がすばや くお こなわれ ることが明 らかになった。 こ

の能動的注意 の効果は、先行 刺激 の消失位 置か ら離 れ るに したがって低 下 してい く傾 向が示 さ

れ た。

5.非 空間的特性についての実験 的検 討

実験 皿か ら実験VIま では、視覚的注意の空間的な誘導特性 を検討 してきた。 しか し、視対象

を構 成す る要 素には輝 度 ・形状 ・色 な どの非空 間属性(non-spatialproperty)と 呼 ばれ る空

間情報 に依存 しない属性 もあ り、 この属性 に対 して向け られ る視覚 的注意 の特性 を検討す る こ

とも重 要である。視覚的注意 の非空間特性 を扱 った研 究 としては視 覚探 索課題(visualsearch

paradigm)を 用 いた多 くの研 究がお こなわれ てきたが、 これ らの研 究で空間的 な相互作用 が考
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慮 され ることは少 なかった。 また、視覚的注意 の空間特性 を扱 った研 究に多 く用 い られ る手 が

か り提示課題(cueingParadigm)で は、非空間特性の検討が少 なか った。 実験W(1)か ら実験W

(3)では、手がか り提示課題 を用 い ることによって視覚的注意 の非 空間特性 を空 間特性 との相 関

を考慮 しなが ら検討 をお こなった。 これ らの実験では非空間属性 として色情報 を取 り上 げ、手

がか り刺激 とターゲ ッ トとの属性 関係 を操作す ることで視覚 的注意 における非空 間特性の解析

をお こな った。

これ らの実験 の結果 、検 出課題(実 験田ω 、実験 田(2))に お いて は、手 がか り刺激 とター

ゲ ッ トの属性 が一致 してい る場合 には反応に抑制がかか り、弁別課題(実 験皿(3))に おいては

逆に促進が見 られ るこ とが明 らかになった。 この ことか ら、非空 間属性 は、無 自覚的 ・自動的

に注意 を捕捉す る特性 をもっ とい える。また、この効果 は被験者 がその属性 をもっ ターゲ ッ ト

刺 激 に対 して必 要な処理 をお こな うよ うに求め られ た場合 にのみ選択的 に出現す ることも明 ら

かに なった。 さらに、この属性 による注意の捕捉効果 の時間経過 を分析す る と、促進成分 は持

続的 な影響 を、一方 、抑制成分 は一過性の影響 をもつ ことが示唆 され た。

6.新 たな実験的方法

第一章で概観 したよ うに視覚探索課題 の開発は視覚的注意の研 究 に対 して も大 きな影響 をも

ち、数多 くの新 しい知見 を生み 出 してい る。手がか り提示課題 も視覚探索課 題に並ぶ有用 な手

続 きとい えよ う。 いずれ も1980年 代 に生み出 され た研究手法 であ り、視 覚的注意 の研究は これ

らの手法 に頼 って発展 して きた。 しか しわれわれには常 に新 しい手法の開発 とその妥 当性の検

討 をお こな うことが求 め られてい る。

実験珊【で は、最近、視覚 的注意 の研 究に適 用 され るよ うにな った線運 動錯視(lllusoryLine

Motion)の 妥 当性 の検討 をお こなった。線運動錯視 は、注意 に よって処理が促進 され ることに

よ り現実には存在 しない運動 を知覚す る現象 として注 目され 、線運動錯視課題 を用い ることに

よ りい くっかの視覚的注意研 究がお こなわれて きている(Hikosakaet,al,1993)。 しか し、実験

Wの 結果 か ら、この課題 は被験者の もつバイアスに影響 を受 けやす い ことや 、そ もそ もこの錯

視 が視 覚的注意 の影響 によ り生 じてい るか どうかが疑わ しいこ とな どが指摘 された。 したが っ

て、視覚的注意 の研究への線運動錯視 の適応 には慎重な検討が必要 である とい えよ う。

また、実験D(に おいては、眼球運動の新 たな測定方法の開発 と信頼性 の検討 をお こなった。

多 くの視 覚的注意 の研 究では眼球 を動 か さず に実験 をおこなってい るが、本来であれ ば全ての

実験 において眼球運動のモニ タ リングが必要 とされ る。 しか し、現在利用 されてい る眼球運動

測 定装置 は被験者への負担 が大 きく、キャ リブ レー ションに時間がかか るな どの制約 によ り安

易 に利 用できない実状 にあ る。筆者 は、Quick-MAGと 呼ばれ る動 作解 析装置 を用いて、被験者
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への負 担が全 くない眼球運動測定装置 を開発 しその信頼性 を検 証 した。 その結果 、従来 の眼球

運動測定装置 との二重測定法 お よび刺激 提示実座標 との相 関の分析 か ら、Quick-MAGに よる眼

球運動測定は十分 な測定精 度を もつ こ とが明 らかに された。

7,視 覚的注意の時間 ・空間特性 と誘導要因

第七章では、第二章か ら第六章までの実験 的検討の結果 を、簡単 にま とめた上で、 これ ら全

ての知見 を総合 し、視覚的注意の時間 ・空間特性 と誘導要因 につい て統合的 な考察をお こなっ

た。

AttentionalBlink特 性 の詳細 な検討か らは、注意焦点 のサイズ切 り替 えには収縮方向へ の コス

トよ りも拡張方向へのコス トの方が少ない ことが示 され、 さらに、大域 レベルか ら局所 レベル

へ の 自動的な切 り替 えが行 われてい ることが示 された(実 験1～ 実験H)。 中心視 と周辺視 と

のダイナ ミクスを考慮 した 中心視パ フォーマ ンスの検討 か らは、周辺視 に対す る注意の誘導 が

中心視 における処理を阻害す る ことが示 され、周辺視 にお いて復帰抑制効果 が生 じてい るとき

の注意焦点 は中心視 に定位 す るこ とな どがみ とめ られた(実 験 皿～実験V)。 規則 的に移動 す

る刺 激 に対 しては、移動刺激 に対す る注意 の随伴に より、その移動 方向 をもとに して刺激 の顕

著性 が算出 され てい る ことが明 らか になった(実 験VI)。 刺激 の属性 関係 に対 す る解析 で は、

刺激 の属性 が無 自覚 的 ・自動的 に注意 を捕捉す る特性 を持っ こ とが示 され た(実 験皿)。 実験

Wと 実験D(に おい ては、新 たな実験的方法 の検討 を行 った。

これ らの知見に共通す る点 としては、視 覚的注意は、意 図的 ・意識 的 に制御 できない特性 を

多 くもってい るとい うこ とであ る。 しか し、その無 自覚的な注意 の効果 は、その制御方略 を学

習す ることによって、急速 に制御 可能性が高ま るこ ともみいだ された。視覚的注意 のメカ ニズ

ムが、多 くの情報 の中か らその時 にお こなっている行動に とって必要な もの を選別す る働 きで

あ ることを考 えれ ば、選択の過程 は無 自覚的であるのも当然 か も しれないが、選 択 され た情報

が誤 った ものであ る場合 もあ り、誤 った選択対象に詳細 な分析 を行 って しま う処理の コス トを

考 えた ときに、無 自覚 的な情報選 択 の中に トップダ ウンの制御 が働 くことが ときには望ま し

い。 一方で、た とえば大域 レベル か ら局所 レベルへの注意焦点の 自動的 な切 り替えな ど、すで

にメカニズム として組 み込 まれ 、その特性 を変更す るこ とがおそ らく困難で あろ う特性 もみい

だ されたが、それ らも選択 され た情報 のかたよ りを防 ぐ合理的な システ ム と解釈 できるこ とが

示 された。

本論でお もに依拠 したスポ ッ トライ トモデル では、前者 を能動的注意、後者 を受動 的 として

分類 は してい るものの、その メカニズムの違 いをモデル に組み込む こ とに成功 してい るとは言

い難 い。 そのため、今後 の視覚的注意 の研 究においては、本研 究で示 され た注意過程 の二面性
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をも包含 できるよ うなスポ ッ トライ トを考慮 した統合的なモデル の構築 が望 まれ る。 この よ う

なモデル の構築には、 よ り詳細な検討が必要 であ り、 この点 は筆者 の今後 の研 究課題 とな るだ

ろ う。

視覚 的注意 の誘 導特性 の違い を理解す ることは、注意方略 の適切 な選択 にもつなが るだ ろ う

し、 また、制御 方略の知識 をもっ こ とによって誤 った情報 を選択 して しま う頻度の軽減 が期待

され る。 日常の行 動 にも深 く関与す る視覚的注意特性の解明 は、人的因子 によって生 じる事故

や災害 を防 ぐために も極 めて重要 な研 究課題 といえ、 さ らな る研 究が期待 され る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、視覚的に注意 を向 ける際の時間的、空間的特性 と誘導特性 について、のべ14の 心

理実験 を行い、多角的 な検討 を加 えた ものである。

.まず 、第1章 においては、 これ まで に提 唱 された視覚的注意 に関わ る考 え方やモデル の整理

と概説 をお こなった。取 り上げ られた主なモデル は、フィル タモデル、スポ ッ トライ トテデル 、

特徴統合理論な どで あった。 視覚的注意の機能 を概 念化 す る とき、最 も多 く用 い られ てきたメ

タフ ァーがスポ ッ トライ トで あ り、この考 え方 は、注意の空間選択性 をシンプルに説明で きる。

スポ ッ トライ トモデル は、特徴統合理論に も内包 されてお り、そのため現在で も視覚 的注意研

究 にお ける有効性 は損なわれてい ない と結論 された。

第2章 では、AttentionalBlinkと 呼ばれ る現象(以 下、ABと 略記)の 解析 を通 して、視覚的注

意 の時間特性 の検討 が行 われ た。AB、とは、RSVP(RapidSerialPresentation)と 呼 ばれ る手法で

連続的 に提示 され る刺 激の一つ に注意 を向ける と、後続 す る刺激 に注意 をは らうことが困難 に

なる現 象で ある。 小 さな文字 か ら大 きな文宇が構 成 され る複:合パ タ ンをRSVPで 用いてABを 測

定 した ところ、ぴ タンの局所 レベルか ら大域 レベルへ注意 を切 り替 え る際にはほ とん どコス ト

が生 じないが、収縮方 向昏 の切 り替 えで は、約300msecほ どにわたって課:題遂行が困難 にな る時

間帯が見 いだ され 、大 きなABが 生 じるこ とがわかった。 また、大域 レベル に注意 を維持 してい

て も、一定時間後に局所 レベル への 自動的シフ トが認 め られ ることか ら、両 レベル の処理 をカ

バーす る 自動切 り替 え機構 が注意過程 に備 わってい ることが示唆 され た。 これ らの知見 をま と

めた ものには、 日本 基礎 心理学会発 表賞が授与 され、 「基礎 心理 学」誌 に受賞論文 として掲載

された。

第3章 では、視 覚的注意 の空間特性 が検討 された。従来 な され てきた実験 のよ うに中心視 と

周辺視 に無関連 な課題 を与 えず に、両者 のダイナ ミクスを重視 しなが ら、スポ ッ トライ トの大
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きさや形状が分析 され た。 中心視課題 と周辺視課題 を同一の もの に し、周辺視課題 の困難度 を

連続 的 に変化 させ た ところ、課題負荷が大 きくな るにつ れてサイズは小 さくなるこ とがわかっ

た。 また、視野 の各部 に課せ られ る処理の交互作用 に よって、スポ ッ トライ トの形状 もダイナ

ミックに変化す るこ とが示 され た。

第4章 では、注意焦点 が時 間お よび空間 にわたって移 動す る際 に、アナ ログ移動(空 間を連

続的 に走査 しなが ら動 く)か 、それ とも不連続移動(途 中の部位 を経ず に不連続 に動 く)か に

関 して、規則 的、あるいは不規則 に動 く刺激 に注意 を向け させ るこ とによって検討 を加 えた。

その結果、アナ ログ移動 を支持す るデー タ とともに、先行 刺激 の規則的運動に よって注意 の定

位 に関す る重みづ け計算 がな され ることを示唆す るデー タが得 られた。

第5章 では、視覚 的注意 を誘導す る要 因について、視 覚刺激 のもつ非空間的属性(色 や形 な

ど)に 注 目しなが ら検討 を行 った。具体的 には、手がか り刺激提示課題(cueingparadigm)に

おいて、手がか り刺激 とター ゲ ッ トの非空間的属性(色)を 操作 し、それ ら一致 ・不 一致 関係

が、 ターゲ ッ トの 同定や 弁別 を行 う際の反応時 間に どの よ うな影 響 をお よぼす のか を検討 し

た。そ の結果、手がか り刺激 とターゲ ッ トが時間的に近 接 して提示 され 、 しか もそれ らの属性

が不一致 の場合 には、弁別反応 時間に遅延 が生 じることがわか り、非空 間的属性 も無 自覚 的 ・

自動的 に注意 を捕捉す る場合 があ ることを明 らか に した。 しか も属性一致 による促進効果 は持

続的 ではあるが比較的弱 く、一方、属性不一致 による抑 制効果 は一過的 だが強い ことが見いだ

され た。 これ らの知見をま とめた ものは、 「認知科 学」誌 に掲載 された。

第6章 では、視 覚的注意 を調 べ る新 しい実験的方法 と して適用 され るよ うになった線運動錯

視(illusorylinemotion)の 妥 当性の検討 をお こなった。線運動錯視 は、注意 によって特定領

域 の処理 が促進 され ることに よ り、現実には存在 しない運動 を知覚す る現象 として注 目された

が、被験者 の予期 に よる反応バ イアス を除去 し、妥 当な実験 を行 うためには、 キャッチ トライ

アル(た とえば、線 分に錯視 方向 と逆の実運動 を させ る試行)を 含 ませ る必要性があ ることが

指摘 され た。 また、 しば しば線 分の両端か ら中心 に向か って運動 が知覚 され る場合が あ り、注

意焦 点は分割で きない とい う知見 と矛 盾す るこ ともわか った。 さらに、注意研究で必須 とな る

眼球運 動 のモ ニタにつ いて、Quick-MAGと 呼ばれ る動 作解析装 置 を用 いて、被 験者へ の負 担

が全 くない眼球運動測定装置 を開発 し、その信頼性 を検証 した。

第7章 では、筆者が精力的行 った種々の実験 によ り見い だ され た知見 の総括 を行い、今 後の

課題 を示 した。大域 レベルか ら局所 レベルへ の注意焦点の 自動 的な切 り替 えは、情報選択のか

た よ りを防 ぐ適応的 ・合理的 システ ムが機 能 している一つ の証拠 と解釈 できるが、一方で、注

意過程 は、非意図的、無 自覚的 に捕捉 され、本来 な ら必要 のない分析処理 がな されて しま う場

合 もあ る。 これ をある程度補正す る役割 を担 うのが トップダ ウン制御 であ り、そ の有効性 は刺
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激 の非空 間的属性 による注意誘導で示 された構 えの効果や 、移 動刺激 に対す る能動的注意 の効

果 に より確認 された。 したがって、今後の視覚 的注意研 究においては、注意過程 の二面性(無

自覚 的 ・自動的側 面 と意図的 ・制御的側面)を も包含 できる よ うにスポ ッ トライ トの誘導様式

を精 緻化 したモデル の構 築 が望 まれ る と結論 され た。視覚 的注意 特性 の解 明は、人的 因子 に

よって生 じる事故や 災害 を防 ぐた めに有用であ り、 さらなる実験 を展 開す る必要性が あるこ と

が説 かれ た。

以上 のよ うに、本論文では、視 覚的注意 の種 々の特性 につ いて、きわめて精力的な実験的検

討 がな され てきたが、外的刺激要因 と内的 コン トロール の両者 に影響 を うける注意 メカニ ズム

の全容 を把握す るには さ らな る研 究が必要であ る。脳 内神経機構 に関す る考察 も今後の課題で

ある。 しか し本研 究に よ り、焦点化サイズの切 り換 え時 間の非対称性や 、誘導刺激の属性 関係

に よ り無 自覚的 ・自動的生起す る促進 ・抑制効果 の特性 な どの新 しい知見 が提 出 され、今後の

視覚 的注意研究の進 展 に寄与す る ところが大きい と評価 され る。

よって、本論文の提 出者 は、博 士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と

認 め られ る。
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